
て
る
る
の
が
霞
に
つ
い
た
Q
叉
挿
入
の
色
刷
地
腿
一
葉
は
貧
弱
で
あ
る
。
今

少
し
く
精
密
な
る
も
の
を
堅
む
の
は
私
一
人
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
．

・
本
蹴
典
が
今
後
號
を
蓬
う
て
編
纂
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
る
を
思
ひ
、
以
上

心
づ
き
し
ま
x
を
記
し
て
一
考
に
供
し
た
次
第
で
あ
る
が
、
項
口
の
探
揮
に

歓
く
る
所
あ
る
は
別
と
し
て
、
そ
の
他
の
諸
職
は
太
増
田
の
儂
値
を
損
す
る

も
の
で
は
な
く
、
全
篇
と
し
て
の
繊
細
榮
え
は
甚
だ
よ
い
Q
私
は
敢
て
之
を

專
門
史
家
並
び
に
一
般
下
書
人
に
と
っ
て
の
好
俘
侶
と
し
て
推
聾
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
執
雛
碧
各
位
は
本
隊
典
の
利
用
齎
の
暦
の
轟
き
を
考
へ
、
解
止

に
は
な
る
べ
く
主
湖
的
な
る
記
逃
を
儲
け
、
蓼
考
文
獄
を
出
來
る
だ
け
多
く

暴
げ
て
ほ
し
い
と
思
ふ
。
本
年
興
の
鋤
現
に
よ
っ
て
、
我
が
東
洋
史
學
研
究

が
更
に
進
展
の
歩
を
進
め
、
　
一
般
讃
書
人
の
翠
蔓
に
關
す
る
知
識
の
愈
ζ
深

ま
ら
ん
こ
と
を
斬
2
・
」
や
ま
な
い
。
〔
外
蓋
軍
治
）

昭
瀦
十
年
度
東
洋
史
．
研
究
文
獣
類
日

　
　
　
　
　
水
野
清
｝
，
森
鹿
三
修
、
喰
村
宏
、
大
島
利
嚇
纂

　
電
動
は
一
昨
年
刊
行
さ
れ
た
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
「
昭
和
九
年
度

東
洋
史
研
究
丈
蹴
…
類
目
し
に
引
馬
い
て
、
昭
和
ナ
年
刊
行
の
日
本
、
麦
那
、

鰍
米
の
諸
難
誌
昏
論
集
に
牧
め
ら
れ
た
東
洋
史
に
關
す
る
論
文
を
類
別
載
鋲

も
た
欝
録
で
あ
る
。
採
録
の
範
園
は
同
研
究
所
々
藏
の
も
の
と
限
っ
て
み
る

の
で
あ
る
が
、
臼
本
護
行
の
も
の
で
は
雅
誌
七
十
四
種
、
論
集
十
種
、
画
期

は
無
断
五
十
五
種
、
論
集
一
種
、
西
洋
は
難
誌
三
十
一
種
、
論
集
二
種
の
多

き
に
及
ん
で
登
り
、
東
洋
早
事
…
係
の
目
ぼ
し
い
羅
誌
は
略
ζ
網
羅
さ
れ
て
る

る
と
云
っ
て
窺
い
ρ

駒1

介

　
既
等
諸
難
誌
に
牧
め
ら
れ
た
論
交
が
、
鷺
木
支
那
の
部
及
び
，
掛
米
の
部
共

に
一
般
史
、
歴
史
地
理
、
敵
會
史
、
経
濟
史
、
政
治
史
、
法
制
奥
、
宗
教
史
、

學
術
思
想
史
附
教
育
、
科
學
史
、
交
學
皮
附
青
樂
、
美
術
史
、
考
古
學
、
金

石
・
古
文
書
學
、
民
族
學
、
言
語
文
字
學
、
脅
誌
學
、
叢
書
・
難
棊
、
至
巧
？

類
書
、
學
界
潰
息
の
十
九
門
に
分
け
、
埋
門
を
更
に
子
嚢
に
分
っ
て
載
録
さ

れ
て
あ
り
、
（
子
翼
の
労
け
方
は
日
本
支
那
の
部
と
鍬
米
の
部
と
は
違
っ
て
み

る
〉
、
．
叉
黒
虫
紹
介
は
倉
米
の
部
で
は
論
丈
と
並
べ
記
し
て
批
評
考
の
名
を
括

弧
に
入
れ
て
之
を
班
離
し
、
　
側
本
支
那
の
部
で
は
附
録
と
激
て
一
醤
さ
れ
て

あ
る
。
其
の
他
に
著
者
索
引
が
夫
々
に
附
け
ら
れ
て
あ
る
。

　
以
土
が
本
轡
の
鵬
裁
の
大
概
で
あ
る
が
、
四
千
に
近
い
論
文
を
大
し
た
破

綻
も
な
く
分
類
載
録
し
、
夏
に
各
論
文
の
頁
麹
ま
で
を
記
し
て
識
ハ
の
論
文
の

内
容
を
想
見
せ
し
む
る
様
注
意
を
彿
つ
た
編
者
等
の
紳
労
を
我
々
ほ
先
づ
多
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
扱
、
近
時
太
謬
以
外
に
大
塚
三
三
曾
寓
師
部
三
編

「
改
訂
堆
補
東
洋
史
論
文
要
月
」
、
子
式
辞
編
「
臼
木
期
刊
三
十
入
種
中
東
方

學
論
文
引
得
」
、
劉
修
業
編
「
國
學
論
文
索
引
」
、
歴
史
學
研
究
断
編
「
歴
史

學
年
報
し
、
纏
濟
史
研
究
所
編
「
三
三
史
年
鑑
」
、
典
他
「
史
潮
し
、
「
墾
學

研
究
」
附
録
の
交
獄
欝
鋲
等
種
々
の
R
録
が
世
に
邊
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る

が
三
瀬
”
の
中
に
あ
っ
て
本
書
が
如
何
な
る
特
色
を
有
す
る
か
を
以
下
述
べ
よ

う
Q

　
第
一
に
本
書
に
は
｝
柵
の
内
に
日
本
だ
け
で
な
く
支
那
や
殴
米
の
も
の
ま

で
が
同
一
分
類
の
下
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
察
で
あ
る
。
今
臼
の
東
洋
史
重
畳

に
在
っ
て
は
支
那
、
欧
米
の
三
者
の
業
績
を
無
癒
す
る
事
の
不
可
な
る
は
論

を
佼
た
な
い
。
本
院
の
前
年
度
版
に
於
て
は
H
本
尊
部
と
支
那
之
部
と
が
別

け
ら
れ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
そ
の
酸
別
が
疲
さ
れ
て
H
・
支
の
論

第
二
十
二
巻
　
第
二
號
　
　
閤
二
三

（　17｛　）・
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交
は
噌
搬
に
扱
は
れ
、
且
歎
米
の
部
も
同
一
分
類
に
儀
っ
て
並
べ
ら
れ
て
あ

る
っ
論
文
母
鎌
に
於
け
る
斯
る
試
み
は
本
書
が
始
め
て
壁
あ
り
、
彼
既
の
…
跨

照
に
甚
だ
便
利
で
あ
っ
て
相
當
の
成
功
を
攻
め
て
居
る
と
云
へ
る
。
な
ほ
、

宿
年
支
那
か
ら
出
た
「
國
學
論
文
葉
引
導
編
し
に
は
約
二
百
種
の
難
誌
が
改

め
ち
れ
て
あ
匂
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
本
書
の
五
十
五
種
は
大
に
劣
る
様
に
見

克
る
が
、
二
百
種
の
内
に
は
昭
和
十
年
中
に
獲
行
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ

る
し
、
孕
る
に
足
ら
ぬ
小
難
誌
も
あ
る
か
ら
、
採
録
を
韮
む
べ
き
も
の
は
皆

無
之
は
去
は
ぬ
が
、
殆
ん
ど
無
い
と
云
っ
て
宜
い
。
鰍
米
の
部
に
果
て
云
へ

ば
、
ユ
ル
ヂ
エ
の
「
睡
郷
書
誌
」
以
後
の
業
病
な
目
銀
が
な
く
、
我
々
は
頗

る
不
便
を
感
じ
て
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
墨
壷
に
よ
っ
て
或
る
程
度

の
便
宜
を
得
る
事
が
出
架
る
で
あ
ら
う
。

　
次
に
分
類
の
仕
方
に
就
て
云
へ
ば
、
撰
準
が
非
常
に
嚴
密
で
腕
落
や
過
誤

が
少
く
、
此
の
御
本
雷
は
大
に
誇
っ
て
官
…
い
。
項
資
の
立
て
方
は
恐
ら
く
編

者
等
の
最
も
苦
心
を
梯
は
れ
た
所
で
あ
ら
う
が
、
大
塚
史
器
量
の
「
東
洋
史

論
文
要
目
」
が
支
部
、
朝
鮮
、
灘
蒙
、
蔓
灘
、
南
海
、
西
域
、
丙
藏
、
印
度

と
地
域
に
鉄
っ
て
大
別
し
て
更
に
子
厩
を
分
つ
に
鋤
L
、
・
本
書
は
先
に
述
べ

た
様
に
十
九
門
に
分
類
し
て
更
に
子
樹
が
立
て
ら
れ
、
各
面
の
内
に
於
て
地

域
溺
に
俳
列
さ
れ
て
あ
っ
て
、
好
箇
の
饗
照
を
爲
も
て
る
る
Q
爾
者
と
も
夫

々
得
失
ボ
あ
ウ
、
蕊
ハ
の
可
否
を
定
め
て
了
ふ
頚
は
遜
け
る
が
、
　
一
言
氣
つ
い

た
蟻
を
宏
へ
隷
、
磁
本
支
那
の
部
、
十
二
考
古
學
「
青
銅
器
時
代
し
以
外
に

十
一
爽
術
史
「
工
藝
」
の
項
に
銅
器
に
回
す
る
論
文
が
あ
り
、
叉
、
十
凶
喪

心
學
「
信
仰
」
の
項
の
外
に
七
宗
教
史
に
「
支
那
古
代
宗
教
」
な
る
項
が
立

て
ら
れ
て
摺
る
如
意
似
編
濟
等
の
毫
を
煩
塾
し
た
い
。
省
、
一
論
交
竺

箇
所
に
だ
骨
し
か
載
せ
て
な
い
の
矯
、
所
要
の
論
女
を
門
出
t
得
ぬ
《
之
鳩

，
レ
ニ
塗
　
第
二
號
　
　
　
顯
∴
四

起
る
が
、
斯
る
場
合
に
は
「
著
者
」
索
引
が
多
少
役
立
つ
で
あ
ら
う
。

　
第
三
は
附
録
の
「
批
評
紹
介
」
で
あ
る
。
習
癖
前
年
度
版
に
は
、
論
文
の

題
目
と
共
に
耽
ハ
に
…
封
ず
る
鏡
評
を
亀
併
記
し
て
好
評
を
博
し
た
の
で
あ
る
が

本
鮪
は
軍
行
文
麟
…
を
探
録
し
な
か
っ
た
代
り
に
此
の
批
評
紹
介
の
R
銀
に
依

っ
て
、
九
年
縫
叢
書
の
論
文
に
饗
す
る
十
年
度
刊
行
物
所
載
の
批
評
を
補
ひ

同
時
に
軍
行
交
獄
目
録
と
し
て
竜
役
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
太
書
が
同
研
究

所
々
藏
の
も
の
、
目
録
で
あ
る
以
上
、
軍
需
文
素
に
就
い
て
は
完
全
を
期
す

る
寮
は
整
み
得
な
い
が
（
殊
に
外
國
の
も
の
に
猛
て
〉
、
斯
様
に
何
れ
か
の
離

誌
が
批
評
な
り
紹
介
な
り
し
た
文
面
、
云
ひ
か
へ
れ
ば
一
懸
は
…
學
界
が
取
上

げ
た
文
藻
の
み
を
探
録
し
た
此
の
試
み
は
、
甚
だ
注
潟
す
べ
き
で
あ
る
と
思

ふ
。
歓
栄
の
部
の
著
奢
索
引
に
は
既
等
剛
単
為
文
業
…
の
批
評
者
の
名
が
串
て
る

る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
批
許
さ
れ
た
文
官
の
著
者
の
名
を
出
し
た
方
が
、
今

瓶
逃
べ
た
様
な
意
字
か
ら
満
つ
で
却
っ
て
便
利
だ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
以
上
が
本
意
の
特
色
の
大
要
で
あ
る
が
、
前
年
度
版
よ
り
一
段
し
し
洗
練
さ

れ
た
す
が
た
で
本
書
が
糠
に
邊
ら
れ
た
事
は
慶
賀
に
堪
へ
な
い
。
今
後
と
も

績
刊
さ
れ
更
に
充
實
さ
れ
ん
蟻
を
切
に
豊
む
次
第
で
あ
る
。
（
東
方
交
化
學
院

京
都
研
究
研
槻
心
行
、
四
六
臨
旧
号
、
　
鳳
三
六
頁
、
聯
奏
九
拾
嬢
脳
〉
　
〔
藤
枝
鮎
背

ブ
リ
」
ド
リ
ヒ
・
マ
嘱
ネ
ッ
ク

「
腰
史
主
義
の
成
立
」
　
二
谷

　
歴
史
主
義
の
画
題
億
、
唯
…
単
に
專
門
的
に
歴
史
を
學
ぶ
入
々
に
乏
っ
て
の

み
な
ら
ず
、
几
そ
現
代
に
生
き
て
何
事
か
を
考
へ
、
呼
気
か
を
語
ら
ん
と
す

る
人
々
に
之
っ
て
、
翻
…
心
に
便
す
る
軍
大
な
問
題
で
な
け
れ
密
な
ら
な
い
。

転
lsa


